
早
目
の
予
防
接
種
を
！

　

医
療
従
事
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

人
、
妊
婦
、
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
、

高
校
３
年
生
お
よ
び
１
歳
未
満
児
の
保

護
者
な
ど
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら
、
高

校
１
・
２
年
生
に
つ
い
て
は
今
月
９
日

か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

対
象
者
は
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い

て
は
、
県
が
今
月
中
に
発
表
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

※
64
歳
ま
で
の
健
康
な
人
へ
の
接
種
日

　

程
に
つ
い
て
は
、
今
後
お
知
ら
せ
し

　

ま
す

予
防
接
種
回
数
が
変
わ
り
ま
し
た

　

昨
年
12
月
に
、
す
べ
て
の
人
の
予
防

接
種
回
数
が
決
定
し
ま
し
た
。
必
ず
２

回
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
13
歳
未

満
の
子
ど
も
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
人

は
、
１
回
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
中
を
騒
が
せ
、
現
在
も
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し
、

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
も
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
予
防
を
心
掛
け
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
せ　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

感
染
者
数
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
と
免
除

　

予
防
接
種
費
用
は
、
１
回
目
が

３
、６
０
０
円
、
２
回
目
は
２
、５
５
０

円
で
す
が
、
２
回
目
の
接
種
を
１
回
目

と
は
違
う
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
は

３
、６
０
０
円
で
す
。

●
課
税
世
帯
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
人

　

医
療
機
関
の
窓
口
に
置
い
て
あ
る

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
代
理
受
領
等
に
係
る
委
任
状
」
に

記
入
し
提
出
す
る
と
、
１
回
目
の
接
種

に
限
り
１
、０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
印
か
ん
が
必
要

●
非
課
税
世
帯
お
よ
び

生
活
保
護
世
帯
の
人

　

非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
世
帯

で
、
予
防
接
種
対
象
者
は
、
接
種
料
を

全
額
免
除
し
ま
す
。
た
だ
し
、
非
課
税

世
帯
の
妊
婦
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す

る
人
は
、
健
康
課
な
ど
の
窓
口
で
、
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
、
保
護
課
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

感
染
を
防
止
す
る
た
め
に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常
の

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
で
、

感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
比
較
的

軽
症
の
ま
ま
数
日
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る

人
や
妊
婦
、
乳
児
、
高
齢
者
が
感
染
す

る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

感
染
予
防
対
策
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
で
す
。
う
が
い
や
手
洗

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
確
実
に
実

践
し
、
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
は
、
症
状
が
重
症
化
す
る
の

を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で
す
。
医
療
機
関

に
予
約
を
し
、
早
め
に
接
種
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
接

種
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
１
０
０

㌫
感
染
を
防
げ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
接
種
後
も
毎
日
の
手
洗
い
や
う
が

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
発
熱
や
せ
き
な
ど
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
出
た
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
受
診
す
る
際
は
、
事
前
に
電

話
で
指
示
を
受
け
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
努
力
で
、
感
染
拡
大
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

120

100

80

60

40

20

0
11/2~ 11/9~  11/16~ 11/23~ 11/30~ 12/7~
※数値が10を超えると注意報レベル、
　30を超えると警報レベルです

17.3

39.1

65

106.5

68
76.7

感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

一
人
一
人
の
心
掛
け
が
大
切
で
す

都
城
保
健
所
健
康
づ
く
り
課

　

野
口　

真
智
子
さ
ん

インフルエンザ患者数の推移

※数値はインフルエンザ定
　点医療機関（都城保健所
　管内10医療機関）の1週
　間当たりの患者数

（人）
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都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

の
10
時
〜
15
時
、
土
曜
日
の
10
時
〜

12
時

※
水
曜
日
の
10
時
〜
11
時
30
分
は
、

ぽ
っ
ぽ
保
育
園
で
開
催
。
ま
た
、
祝

日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

親
子
料
理
教
室
、
子
育

て
広
場
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

●
場
所　

天
神
町
19

－

18

●
問
い
合
わ
せ　

☎
22

－
１
６
５
９

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
の
９

時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

●
な
か
よ
し
広
場　

毎
週
月
・
木
曜
日

の
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
祝
日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

誕
生
会
、
育
児
講
座
、

す
く
す
く
教
室
な
ど

●
場
所　

山
之
口
町
富
吉
６
２
９
４

－

１
●
問
い
合
わ
せ　

☎
57

－

３
２
９
８

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日

の
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

※
祝
日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

体
験
学
習
、
製
作
活

動
、
給
食
体
験
な
ど

●
場
所　

山
田
町
山
田
４
２
９
７

－

１

●
問
い
合
わ
せ　

☎
64

－

３
１
７
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
す
く
す
く
」

（
高
城
町
）

●
開
催
日
時　

10
時
〜
12
時
（
月
に
１

〜
２
回
の
開
催
で
、
曜
日
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
）

●
イ
ベ
ン
ト　

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン

ト
、
高
校
生
と
の
交
流
会

●
場
所　

高
城
町
大
井
手
７
４
８

－

２

（
高
城
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ　

☎
58

－

６
８
０
０

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
（
高
崎
町
）

●
開
催
日
時　

毎
週
火
曜
日
の
10
時
〜

12
時

※
祝
日
は
開
催
し
ま
せ
ん

●
イ
ベ
ン
ト　

遠
足
、
料
理
教
室
な
ど

●
場
所　

高
崎
町
大
牟
田
１
１
５
１

－

３
（
鳴
峰
保
育
園
と
な
り
）

●
問
い
合
わ
せ　

☎
62

－

２
１
２
７

核家族化が進み、孤立しがちな子育て中の人たち。そんな子育
て中の人たちにとって、ほかの親子と交流したり育児について
相談したりすることは、子どもを健やかに育てていく上でプラ
スになります。今回は、居住地に関係なく気軽に利用できる市
内の子育て支援施設を紹介します。

●問い合わせ　保育課　☎23－４８９４

子育て中の皆さん、気軽に
遊びに出掛けてみませんか？

山田子育て支援センター

≪地区社会福祉協議会主催の子育て支援施設≫

施設名 実施場所 開催日および連絡先

茶ってぃサロン 祝吉地区
公民館

毎月第３火曜日の 10 時～ 12 時
※開催日が祝日の場合は、翌日に開催
祝吉地区公民館　☎ 23－2890

子育てハッピー
サロン沖水

県営都北
住宅団地
集会場

毎月第４水曜日の 10 時～ 12 時
※開催日が祝日の場合は、開催なし
沖水地区社会福祉協議会（小松）
☎ 080－1737－3393

子育てサロン
いそいち
ピヨピヨひろば

五十市地区
公民館
ほか

毎月第３土曜日の 10 時～ 12 時
※開催日が祝日の場合でも開催
五十市地区社会福祉協議会（池亀）
☎ 090－6298－2476

飯塚　きよ子さん　　福岡　優子さん

　子育て支援施設には、子育て中のお
母さんたちがたくさん来ますので、身
近な話題などを気楽に話すことがで
き、楽しい時間を過ごせます。お互い
に、子育てに関する悩みを話すうちに、
子育てに関するヒントを得ることも多
いようです。また、子どもにとっても、
同年代の子どもたちと一緒に思いっき
り遊べるので、とても楽しそうです。
利用料は、原則として無料で、どこに
住んでいても利用できるので、家に閉
じこもりがちな子育て中の人には、気
軽に利用して欲しいです。

皆さんの子育て、応援します

9 Miyakonojo City Public Relations 2010.1



戦略的振興拠点地域

学研生活共生拠点

庄内

西岳

高城

沖水

高崎

志和池

山之口
山田

祝吉小松原

横市

姫城
五十市

中郷

妻ヶ丘

都城隼人線

飯
野
松
山
都
城
線

都城東環状線

三股高城線
三股高城線

中
方
限
庄
内
線

財
部
庄
内
安
久
線

国道
２６９
号

国道１０
号

都
城
志
布
志
道
路

都
城
志
布
志
道
路

都城北郷線

宮崎自動車道

都
城
野
尻
線

都
城
野
尻
線

都城ＩＣ

外
環
状
軸

中
環
状
軸

内
環
状
軸

霧
島
南
部
地
区
広
域
農
道

霧
島
南
部
地
区
広
域
農
道

国
道
２
２
１
号

国
道
２
２
２
号

国道２６９号

国道１
０号

大
淀
川

沖水川

都
城
霧
島
公
園
線

御
池
都
城
線

都城駅都城駅

五十市駅

日
向
庄
内
駅

谷
頭
駅

万
ヶ
塚
駅

万
ヶ
塚
駅

東
高
崎
駅

高
崎
新
田
駅

高
崎
新
田
駅

西
都
城
駅

西
都
城
駅

まちなかまちなか

青井岳駅

山
之
口
駅

山
之
口
駅

高城山田線

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

つ
つ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
都

市
計
画
（
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
）
の

基
本
的
な
方
針
を
定
め
た
も
の
が
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。
今

回
策
定
し
た
「
都
城
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
本
市
の
将

来
像
や
土
地
利
用
、
都
市
施
設
な
ど

の
整
備
方
針
の
ほ
か
、
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
新
し
く
定
め
ま

し
た
。　

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

☎
23

－

２
７
６
２

ま
ち
の
将
来
像

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
本
市
の
抱
え
る
課
題
は
、
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
長
年
住

む
こ
と
が
で
き
、
人
が
集
い
、
活
力
の

あ
る
都
市
と
な
る
よ
う
に
、
ま
ち
の

将
来
像
を
「
と
し
ゅ
と
ら
ん
都ま

ち市
〜

豊
か
な
霧み
や
こ
ん
じ
ょ

の
都
に
集
ま
る
未
来
」
と

し
ま
し
た
。「
と
し
ゅ
と
ら
ん
」
と
は
、

都
城
方
言
で
「
人
の
暮
ら
し
や
自
然
、

産
業
が
調
和
し
て
、
持
続
的
な
発
展

を
促
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
将
来
像
に
向
け
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

多
極
分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
空
間

　

市
域
の
面
積
の
約
４
分
の
３
が
森
林

や
農
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
本
市
で

は
、
ま
ち
と
緑
が
共
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、本
計
画
で
は
、住
む
、

働
く
な
ど
人
や
物
が
活
動
す
る
エ
リ
ア

「
人
間
活
動
ゾ
ー
ン
」
と
、
食
料
や
木

材
の
生
産
な
ど
の
機
能
を
持
つ
エ
リ
ア

「
み
ど
り
の
ゾ
ー
ン
」
の
２
つ
の
エ
リ

ア
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
今
後
は
、
人
口
や
都
市
機

能
を
一
極
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
都

市
空
間
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

３
本
柱
を
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

ま
ち
の
将
来
像
を
描
く
た
め
の
基
本

理
念
を
「
ま
ち
の
形
」「
ま
ち
の
活
動
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
知
恵
と
作
法
」
の
３

つ
の
柱
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
理
念
を
も
と
に
、
ま
ち
の
活
動
に

対
す
る
「
テ
ー
マ
別
方
針
」、
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
に
対
す
る
「
分
野

別
方
針
」、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

「
地
域
別
方
針
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
今
後
は
、
ま
ち
の
景
観
や

土
地
利
用
、
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
計

画
策
定
や
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

みどりのゾーン
■食料生産ゾーン
安定した食料供給と生
物の生息環境の持続性
を保つゾーン

自然と共生した居住とそ
れを支える日常的なサー
ビスが確保された緑あふ
れる快適なゾーン

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

■森林ゾーン
次世代にきれいな水と
空気を残し地球と命の
持続性を保つゾーン

人間活動ゾーン

働く、買う、住む、つく
る、移動するなど、人の
営みを重視したゾーン
■自然共生型人間活動
　ゾーン

都城メインゲート・
ライン
国道 10 号の都城 IC か
ら都城市街地の南端部
までの区間に至る道路
は、多くの人々が利用す
る本市のメイン軸です

産業リーディング軸
交通の利便性を生かし
都城圏の産業をけん引
する軸

広域沿道サービス軸
都城圏の豊かな暮らし
を支える軸

広域都市機能
リーディング軸
商業、医療・福祉、教育、
歴史・文化、行政サー
ビスなど、市域でもっ
とも高度で多彩な機能
を持つ軸

■都市型人間活動
　ゾーン

用途地域

2つ の特色エリア

3つの軸まちをつくる
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期
日
前
投
票
は

１
月
18
日
㈪
か
ら
23
日
㈯
の
間
に

　

投
票
当
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
用
務
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
土
曜
日
を
含
む
）

●
期
日
前
投
票
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合

支
所
（
山
田
地
域
は
山
田
総
合
セ
ン

タ
ー
）、各
地
区
公
民
館
（
沖
水
、庄
内
、

志
和
池
、
中
郷
、
西
岳
）

選
挙
公
報

　

今
回
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
か

ら
、
候
補
者
の
政
治
信
条
・
政
策
な
ど

の
情
報
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を

発
行
し
ま
す
。
１
月
20
日
㈬
に
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
を
す
る
ほ
か
、
公
共
施

設
や
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
す
る
予
定

で
す
。

サ
イ
レ
ン
に
よ
る
周
知

　

投
票
日
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た

め
、
投
票
日
の
午
前
７
時
、
正
午
、
午

後
５
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
都
城
市
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
が
平
成
21
年
12
月
６

日
に
実
施
さ
れ
、
委
員
40
人
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
推
薦
委

員
と
し
て
３
人
、
議
会
推
薦
委
員
と

し
て
４
人
が
選
任
さ
れ
47
人
の
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

22
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局　

☎
23

－

７
８
６
８

農
業
委
員
会
委
員
の
顔
ぶ
れ

選
挙
区

氏　
　

名

中

央

坂　

元　

健
治
郎

川　

野　

畩け
さ　

美み

五

十

市

今　

山　

実さ
ね　

行ゆ
き

椎　

屋　

孝　

一

山　

口　

義　

光

沖

水

祝

吉

轟　

木　

保や
す　

紘ひ
ろ

中
之
丸　

新　

郎

今　

村　

勇　

機

有　

川　

義　

弘

志

和

池

柿　

木　

正　

夫

水　

流　

幸　

一

穂
之
上　
　
　

満

松　

原　

和　

恵

庄

内

竹　

中　
　
　

馨
か
お
る

徳　

丸　

末　

義

吉　

永　

文　

貞

選
挙
区

氏　
　

名

西

岳

坂　

元　

和　

雄

坂　

上　

和　

秋

中

郷

水
久
保　
　
　

裕

高　

野　
　
　

嵩た
か
し

中　

竹　
　
　

勉

山

之

口

田　

中　

武　

彦

川　

内　

幸　

洋

川　

越　

畑　

夫

高

城

内　

山　
　
　

弘

豊　

広　

紘　

一

上　

村　

光　

行

田　

畑　

洋　

昭

井
ノ
上　

洋　

一

富　

永　

光　

春

山

田

戸　

越　

弘　

美

福　

永　

達　

美

藤　

森　

征　

男

西　

川　

正　

美

高

崎

志　

戸　

春　

雄

岡　

田　

保　

夫

竹　

元　

忠　

生

柿　

木　
　
　

勝

田　

畑　

秋　

男

小　

野　

籍ふ
み　

雄お

Ｊ
Ａ
推
薦

相　

葉　

雄　

三

共
済
推
薦

鬼　

束　

和　

正

土
地
改
良
推
薦

松　

田　

時　

夫

議
会
推
薦

坂　

元　

恭　

子

野　

崎　

ト
ミ
エ

松　

元　

厚　

子

末　

廣　

と
み
子

47
人
の
都
城
市
農
業
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

都城市長選挙
都城市議会議員選挙

１月24日㈰は

（
敬
称
略
）

の投票日です
今後４年間の代表者を選ぶ最も身近な選挙です。棄権することなくそろって投票しましょう。
●問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎23－７８６４

「
投
票
所
入
場
整
理
券
」
記
事
の
訂
正

　

１
月
６
日
以
降
に
市
内
転
居
し
た

人
は
、
旧
投
票
区
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。
12
月
号
広
報
都
城
で
「
１
月

５
日
以
降
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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